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―― 音楽、食物、「境界のイメージ」を手がかりに――
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序
　カフカにおいて、食物や食べる（または食べない）行為は重要なテーマであり、作品の
みならず、手紙や日記、その他の遺稿において、繰り返し言及されている。一般に、食物
や食べることは、単に栄養の摂取と体内での吸収といった生理学的プロセスを意味するの
みならず、食べ物を摂取する者の「文化的背景の情報」について「何かを『語る』」1）。
食にまつわる様々な規範や慣習的行動は、「権力関係や社会制度、支配的な言説など、そ
の人が暮らす文化」2）を反映し、同時にその社会の価値観を支えている。カフカ作品にお
いて食べることや断食がテーマ化されるとき、これらの行為が「社会的しきたり (social 
protocol)に従属していること」や「文化的意味が賦与されていることが前景に描かれて
いる」3）。
　例えば、『変身』（1912）や『断食芸人』（1922）では、主人公にとって食物は、社会の
「権威が行使される媒体」4）として機能している。『変身』において、主人公グレゴールと
いう稼ぎ手を失ったザムザ家は、父は第二部から、最終章の第三部では妹と母も、家計の
ために仕事や内職をしている。しかし第三部で、グレゴールに代わり一家を経済的に支
え、主のように振る舞うのは、三人の下宿人たちである。夕食の「肉 (Fleisch)」5）は、彼
らに対し、主人公の母と妹によって恭しく儀式のように提供される。彼女たちは、下宿人
に「従属」6）しているかのように描かれる。彼らは、グレゴールにはない「歯」（D 183）
で「肉」を食べる。肉料理は、男性中心主義的権力の象徴7）として現れる。『断食芸人』
 1）  エドマンド・リーチ（青木保、宮坂敬造訳）『文化とコミュニケーション』（紀伊國屋書店）
1981、24頁。
 2）  デボラ・ラプトン（無藤隆、佐藤恵理子訳）『食べることの社会学』（新曜社）1999、15頁。
 3）  Heather Merl Benbow: “Was auf den Tisch kam, mußte aufgegessen [...] werden”: Food, 
Gender, and Power in Kafka’s Letters and Stories. In: The German Quarterly 79. 3 (Summer 
2006), S. 348.
 4）  Benbow, S. 347.
 5）  カフカのテクストからの引用は次の版に拠り、略記号と頁数を示した。
   NII = Franz Kafka: Nachgelassene Schriften und Fragmente II. Kritische Ausgabe. Hrsg. von 
Jost Schillemeit. Frankfurt am Main (S. Fischer) 1992.
   D = Franz Kafka: Druck zu Lebzeiten. Kritische Ausgabe. Hrsg. von Hans-Gerd Koch, Wolf 
Kittler, u. Gerhard Neumann. Frankfurt am Main (S. Fischer) 1995. Hier, D 182.
 6）  Benbow, S. 353.
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では、主人公の断食芸が真実であることの証人かつ監視人として、「肉屋」（D 335）が選
ばれる。「肉」という男性の権力を特徴づける食材を職業的に扱う者が、〈食べる人々〉の
代表として設定されている。また、断食は、食のもつ「文化的意味」の観点からは、「食
べる行為に吸収されている価値の拒絶」8）を表わすと見ることができる。『変身』のグレ
ゴールは、自分に「合った」食べ物（D 177）を願い続けるが、その成就より先に命が尽
きる。断食芸人は、餓死を目前にして、「おいしいと思う食べ物」（D 349）を見つけられ
なかったので、その代わりに断食を続けたと告白する。両者が求めたのは、社会における
自己を投影した、アイデンティティを見出せるような食物だったが、それは、彼らが生き
る既存の社会の権力構造においては、見出すことはできなかった。
　『ある犬の研究』（1922）（以下、『研究』とする）においても、食物と断食は中心的モ
ティーフである。ここでは、食に関することは、『変身』や『断食芸人』とは現れ方が異
な る。 犬 で あ る 主 人 公 の「 私 」（NII 423） は、 子 供 の 頃 に、 七 匹 の「 音 楽 犬
(Musikkünstler)」（NII 428）に出会う。彼らは音楽と共に現れ、犬族の掟に反する行為を
しつつダンスをする。音楽は、彼が「音楽犬」たちに近づこうとするのを、その「圧倒的
な」「力 (Gewalt)」（NII 430）ではねつけ、同時に魅了した。主人公は、自分の理解を越
えた出来事の解明を求め、「食物についての研究」（NII 481）を行う。この物語では、食
物は、主人公の研究対象であり、個々の食物についてではなく、犬たちがそれを入手する
方法について、考察される。主人公は、「農業的観察」（NII 437）」の体系である「学問
(Wissenschaft)」（NII 436）の理論を視野に入れつつも、「伝統」（NII 462）の儀式を重視
する。「私」は、食物を獲得する方法に関して、「学問」による理論的説明と、犬たちが実
際には食物の「大部分を」（NII 461）伝統的儀式によって入手していることに矛盾を見出
し、その原因を追究しようとする。ここでは食物は、先の二作品同様、「社会的しきたり
に従って」獲得されることが強調されているが、「社会の権威が行使される媒体」として
主人公と敵対的に対峙しているのではなく、主人公が属する共同体のシステムにおいて
「食物がやってくる所」（NII 468）、つまり食物の源泉と、犬族とを結びつけるために一定
の役割を果たしている。
　断食についても、先の二作品とは若干の相違がある。断食は、ここでは、社会において
食べる行為に定着している「価値の拒絶」を表わすというよりは、主人公の研究における
手段として位置づけられており、同時に、断食そのものも思考の対象となっている。主人
公は、「賢者たち」（NII 472）の見解や「注釈学 (die kommentatorische Wissenschaft)」
（ebd.）を参照し、犬族の伝統的考え方では、断食が「禁止されている」（NII 473）とい
う結論に至る。彼の研究自体が、「学問」と伝統に対して疑問を呈すものであるため、そ
の手段となる断食にも、権威への挑戦的傾向が現われている。だが、断食は、グレゴール
や断食芸人の場合とは違って、死ではない別の結果をもたらす。主人公は、断食の実験
 7）  キャロル・アダムズ（鶴田静訳）『肉食という性の政治学』（新宿書房）1994、24頁、36-41
頁参照；ラプトン、12頁、44-45頁参照。
 8）  Benbow, S. 348.
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中、飢えの苦しみの中で期せずして、第二の音楽体験をする。彼は突然現れた「猟師犬
（Jäger）」（NII 477）が沈黙したまま歌う「歌」（NII 478）により、その場から逃げ出さざ
るをえなくなり、命拾いする。それは、『変身』において、物語の終わり近くで、主人公
が妹の奏でる音楽に、ほんの束の間、「憧れていた未知の食物」（D 185）が示されたよう
に感じたのと類似した現象であるが、主人公グレゴールは間もなく息を引き取り、結果は
対照的である。しかし、そもそもなぜ「私」は、「音楽犬」と音楽に見られる不可解な現
象を究明するために、食物研究に進んだのか。主人公は、その理由を明確には説明してい
ないが、彼が求める「真実」（NII 475）の追究と食物の研究には、ある種の並行関係が認
められる。この点については、本論第３節で述べる。
　『研究』における食物に関しては、従来一定の解釈があるが、「社会的しきたり」や文化
のシステムを支える要素という観点からは、あまり注目されていない。多くの研究が、食
物を『変身』における「憧れの未知の食物」と関連させ、「単なる物理的なものを越える 
›精神の食物 ‹」9）というメタファーのもと、「いっさいの地上的生活形式」を「根拠づけ
る」もの10）、「存在の意味」11）などと解釈している。本稿では、食物に関しては、主人公
が求める精神の拠り所としてとらえるのではなく、犬族の食物入手のための伝統的儀式、
つまり文化のシステムにおいて何らかの役割を果たしている点に注目し、彼の食物研究と
その手段である断食は、犬族の「真実」や音楽とどのような関係にあるのか、また、なぜ
主人公は、「圧倒的な」「力」をもつ音楽の謎を究明するために食物研究を行ったのかを考
察する。まずは、この作品全体を特徴づける「境界のイメージ」を手がかりに、犬族社会
がどう描かれているかについて述べる。「私」は、社会における様々な矛盾の原因を、犬
族の掟や「真実」と犬たちとの関係の変遷の中に見出しており、それが彼の研究の前提と
なっているからである。
１　「小さな破損個所」と「境界のイメージ」
　主人公は、食物研究を始める以前から、自分が属する共同体の中で、「しっくりしない
こと (daß [...] etwas nicht stimmte)」、「小さな破損個所 (Bruchstelle)」（NII 423）があると
感じていた。それは「軽い不快感」（NII 423）とも表現され、彼はその原因を、犬社会に
おける解きがたい不整合にあると見ている。犬たちは本来、「共にいて温もること」（NII 
425）を「最上の幸福」（ebd.）とし、犬族の「掟や行事」（ebd.）は、この一体性を目標
とすることに起因している。しかし、現実の犬族の状況は逆で、彼らは「極めて様々な階
 9）  Manfred Engel: ‹Forschungen eines Hundes›: »Wahrheit« und »Lüge«. In: Kafka-Handbuch. 
Hrsg. von Manfred Engel / Bernd Auerochs. Stuttgart / Weimar (J. B. Metzler) 2010, S. 492.
 10）  Wilhelm Emrich: Franz Kafka. Frankfurt am Main (Athenäum Verlag) 1960, S. 158.
 11）  Walter H. Sokel: Franz Kafka ‐ Tragik und Ironie. München・Wien (Albert Langen・ Georg 
Müller Verlag) 1964, S. 204. 
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級、種類、職業」（NII 426）にあって、「バラバラに離れて暮らし」、「犬族のものではな
い」、「むしろ犬族に反する規定にしがみついている」（ebd.）。それは「私」を含め、誰に
とっても「難しい問題」（NII 426）で、「むしろ触れたくない」ことだが、彼はその「と
りこになっている」（ebd.）。「私」の語りからは、犬族における無視できない辻褄の合わ
なさは、幼い頃経験した音楽に関する出来事に限らず、犬社会の生活全般に渡っているか
のように見える。彼は、自分をそうした「厄介な」（NII 435）問題の究明へと向かわせる
原動力は、自身の「生まれつきの性質」（ebd.）であると考える。そして、この自分の特
異性に度々言及する一方、「難しい」問題に関すること以外は、「大多数の犬たちと意見が
一致していること」（NII 438）、犬族に帰属していることの真正さを、繰返し主張する。
　この物語において、食物研究の話が本格的に語られるのは、物語の三分の二近くのとこ
ろからである。それより前に置かれた話題は、主人公が共同体の中で感じている違和感か
ら始まり、幼い頃の音楽体験、食物研究に向かう前段の考察、犬族の「小さな破損個所」
を埋めるはずの「すべての知識」 （NII 441）や「真実」は到達できないものであること、
犬族の創成期に関する伝説、自身の孤独や、自分と同じように世の中の矛盾について研究
している仲間を探して見つからないこと、などである。主人公の話で目立つことは、犬族
には、彼ら自身の「世界の見方 (Weltsicht)」12）では対応できない領域が存在するという
ことである。その見通せない領域という「厄介」な問題に取り組む「私」は、当然なが
ら、壁に突き当たらざるをえない。犬たちの意識や理解の及ぶ範囲と、彼らの日常生活に
入り混じる、説明しえない事柄との間には、越えられない境があると言える。
　リッチー・ロバートソンによれば、この作品は直前まで書かれていた『城』（1922）と
「意識によって横断されえない境界のイメージ (die Vorstellung von einer Grenze)」13）を共
有している。『城』においては「通過できない境界の本質が謎に満ちたままで」「読者に対
してただ暗示的にのみ明かされる」のに対し、『研究』では、読者はそれを「戯画的デ
フォルメにおいて明確に理解させられる」14）という。例えば、それは以下のような現象
や事柄に見られるだろう。まずは、主人公が子供の頃出会った音楽についてである。「私」
が「大きな出来事の予感」（NII 427）に見舞われていたとき、「ぎょっとするような大き
な音」（ebd.）とともに「音楽犬」たちが現れ、「魔法で音楽を浮かび上がらせた」（NII 
428）。彼らは、こちらの「呼びかけに全く答え」ず（NII 431）、「後ろ脚で立つ」（NII 
432）という掟違反をしながらダンスをしていた。彼らに接近し、呼びかけようとする
「私」を、音楽は「力」で「引き離し」（NII 429）、「意識を失わせ、引き回し」「あちらこ
ちらへと投げ飛ばした」（NII 430）。同じようなプロセスが繰り返されたのち、彼は音楽
から解放されるが、この現象に関する彼自身が納得のゆく説明は得られていない。次に、
食物の獲得方法に関することである。食物を得るには、大地に「小水」（NII 437）をか
 12）  Engel, S. 489.
 13）  Ritchie Robertson (aus dem Englischen von Josef Billen): Kafka. Judentum, Gesellschaft, 
Literatur. Stuttgart (Metzler) 1988, S. 357.
 14）  Ebd.
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け、「大地を耕作する」（NII 462）方法と、犬たちには不可視な世界である「上から (von 
oben)」（NII 461）引き下ろす方法とがあるが、その「上」については、犬族の「学問」
も、世間一般も顧みていない。「私」は「上」に矛盾の手がかりがあると考え、「学問」に
挑み、世に問うつもりで（NII 467）、断食の実験を行うが、何も証明することはできな
い。さらに、自分と共通点のある仲間探しに関する事例である。「私」は、自分同様、変
わり者で孤独だが、犬族の「厄介な」問題に取り組む同胞を見出そうと、思いをめぐらせ
ているうちに、噂でしか聞いたことのない「空中犬（Lufthunde）」（NII 446）が思い浮か
ぶ。彼らは、宙で浮遊し、地上で耕作もせず、上等なものを食べているという。そのこと
を弁解するため、彼らは「耐えがたいほどのおしゃべり」（NII 449）を弄するらしい。
「空中犬」の存在は「私」の興味を引くが、なぜ、どうやって彼らが生まれてくるのかは、
不明なままである。最後に、「猟師犬」の件である。「音楽犬」にせよ、「空中犬」、そして
「猟師犬」にせよ、「私」が言う犬族における様々な「種類」または「職業」の一つと思わ
れる。「猟師犬」は、狩りをする前に、自身でも気づかず歌い始める沈黙の「歌」によっ
て、飢餓による衰弱で動けないはずの「私」を走らせ、犬社会に復帰させた。「私」は、
「断食の時代からこの世界へ救い出した」「唯一の」「現実」（NII 479）であるその体験を、
言葉で「伝えることはできない」（NII 480）と感じる。いずれも、犬族の掟や「学問」の
理論における従来の「説明モデル」15）では解読できない事象であり、そこに認識しえな
い世界との境界線が想定される。
　一方で、これらは、我々読み手の現実世界に照らし合わせれば、犬にとって人間が認識
の圏外にあるために生じる事態であると読み取れる。「音楽犬」たちは、ショーのために
調教された犬たち、「ぎょっとするような大きな音」と言われる音楽は、バンドの演奏だ
ろう。物理的な力は、音の大きさが主人公を委縮させたものか、あるいは、舞台の前でう
ろつく犬を追い払おうとする人間の力かもしれない。「上からの」（NII 461）食物は、人
間がときおり犬たちに投げる餌、「空中犬」は小型の愛玩犬ということになる16）。犬たち
は人間を知覚も認識もしていないので、小型犬が人間に抱かれていることが分からず、彼
らには不思議な現象に見える。また、「猟師犬」は狩猟犬を意味することになるだろう。
餓死寸前の「私」を、威力をもって逃走させる「歌」については、人間が集団で狩猟をす
るとき使用する「狩猟用ホルン (Jagdhorn)」17）の響きが指摘されている。
　カフカ研究では、この「物語られた世界の構造の根本にある」「基本的着想」18）につい
 15）  Horst Steinmetz: Suspensive Interpretation. Göttingen (Vandenhoeck und Ruprecht) 1977, S. 
131.
 16）  「空中犬」は、「空中人間 (Luftmenschen)」のことを示唆するとの指摘もある。マーク・アン
ダーソンによれば、「空中人間」は1901年にマックス・ノルダウがエッセイの中で用いた語
で、「きまった家も仕事ももたず物乞いの日々を送らざるをえない東欧ユダヤ人を指してい
た」。ニコラス・ベルクは、それに異論を唱えている。「空中人間」のメタファーは、「遅く
とも1860年代から広く知られ」、「ユダヤ内部での議論でアイロニカルに用いられた言葉で
ある」。マーク・アンダーソン（三谷研爾、武林多寿子訳）『カフカの衣装』（髙科書店）
1992、159頁 ; Nicolas Berg: ‹Forschungen eines Hundes›. In: Kafka-Handbuch. Hrsg. von 
Manfred Engel / Bernd Auerochs. Stuttgart / Weimar (J. B. Metzler) 2010, S. 334. Vgl. Hartmut 
Binder: Kafka-Kommentar zu sämtlichen Erzählungen. München (Winkler) 1982, S. 278-280.
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ては、早くから指摘されている。犬を人間に見立て、食物の根源を「神」に読み替え19）、
しばしば人間の「絶対的真実」を求める努力、すなわち「神への叶うことのない希求」と
して解釈されてきた20）。しかし、ロバートソンが指摘するように、読者の現実と語られた
犬の世界を照応させるなら、主人公が繰り返し「直面する限界」は、「人間の存在につい
て何も知らない」21）ためであり、つまりは「私」という「語り手自身の意識の制約に由
来する」22）と言うことができる。この場合、物語を規定している「境界の本質」には、
もはや謎はなく、人間世界を認識していない犬を「戯画的」に明快に描いたものというこ
とになる。ロバートソンは、この物語は、「風刺的調子によって規定されているため」、越
えられない「境界の本質」に読み解くべき内容は認められず、「この物語から隠れた形而
上学的メッセージを引き出す試みは適切ではないだろう」23）と述べる。しかし、マンフ
レート・エンゲルも言うように、「テクストの謎をただ解いてみせるだけでは」、「物語の
解釈のために何も行われたことにはならない」24）。つまり、犬たちには人間が見えないも
のとして設定された「戯画的」物語において、主人公が悩み続ける「謎」の根拠を、その
ように作られた風刺的寓話であると指摘しても、テクストが意味しうる内容を読み解くこ
とにはならないということである。
　とはいえ、この物語が、「境界のイメージ」によって特徴づけられているとのロバート
ソンの指摘は、別の意味で的を射ている。彼が述べる通り、犬が直面するいくつもの理解
の限界、すなわち「境界」の根拠は、語り手である犬のパースペクティヴに、人間を認識
しないという制約が設けられていることである。一方でしかし、物語の内容自体もまた、
犬の意識の制約の理由を根拠づけており、「境界のイメージ」は、「私」の想念の中で、犬
族の神話的歴史や、食物研究にも影を落としているように見える。
 17）  Robertson, S. 359. Vgl. Steinmetz, S. 125. 離れたところにいる他のメンバーや猟犬に指示を出
すために使う。Vgl. Brockhaus Enzyklopädie in vierundzwanzig Bänden, Bd. 8, Manheim (F. A. 
Brockhaus) 1986, S. 109.
 18）  Engel, S. 489.
 19）  ジョン・ウィンケルマンの解釈では、「犬：人間=人間：X」という公式にまとめられ、「X」
=「神」とされる。エンゲルは、「X」を神とまでは言えず、「我々の認識可能性の彼方にある
偉大なものにとどまる」としている。Vgl. John Winkelman: Kafka’s “Forschungen eines 
Hundes”. In: Monatshefte 59 (1967), S. 213; Engel, S. 489.
 20）  Robertson, S. 357.
 21）  Ebd, S. 358.
 22）  Ebd.
 23）  Ebd, S. 362. ペーター-アンドレ・アルトもロバートソン同様、この物語を「認識を求めて失
敗することのイローニッシュな物語」としている。Peter-André Alt: Franz Kafka. Der ewige 
Sohn. München(C.H. Beck Verlag) 2005, S. 654.
 24）  Engel, S. 489.　エンゲルは、この件についてこう注釈している。「しかし、『研究』から根本
的に取り出されうること ── それと、この研究を、カフカの極めて哲学的物語の一つとし
ているもの ── は、形而 -上学的 (Meta-physiche[n])なものに対する人間の間違った関係に
ついてのメッセージ、つまり、経験的なものと、合理性にもとづいた世界 -観 (Welt-
Anschauung)の向こうにあるものに対する人間の間違った関係についての言明である」。
Engel, ebd.
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２　「偽りの世界」と「真実」
　主人公が犬社会に関して「しっくりしない」と感じる直接の引き金となるのは、慣れ親
しんだ日常の領域に、理解しえない異質な世界の現れを垣間見るからである。「私」によ
れば、社会における不整合の理由を解明しうる「知識」（ebd.）について、犬たちは皆、
「自分で告白する以上に限りなくはるかに多くを知っている」（ebd.）にもかかわらず、そ
れを「有効に」（ebd.）に働かせることはできず、「沈黙」（ebd.）している。「私」は、犬
族の世界は、「真実」が開示されない「偽りの世界」（NII 475）だと非難しつつも、犬た
ちの中に、「すべての知識」である「真実」が「体現されている」25）かのように感じてい
る。一方で、「真実」が露わになれば、逆に「耐えられなくなり」、「生活を維持する者と
しては、沈黙することが正しいことだと証明される」（NII 442f.）かもしれないという警
告めいた可能性が示されている。主人公は、このタブーのような、「知識」であり「真実」
であるものを「白日の下に晒すこと」（NII 441）を願うが、他方で、彼自身も「犬である
から」（NII 443）、「黙っている」（ebd.）。彼を含め犬たちは皆、「質問の衝動」（NII 445）
と「沈黙の衝動」（NII 446）をもち、「真実」に関しては二つの衝動の狭間でアンビヴァ
レントな状態に置かれている。「私」は、「大人になってからは」（NII 443）、「真実」を犬
たちから聞き出すことは不可能であると理解していると言いながら（ebd）、その言葉と
は裏腹に、自身の問いで自分を「駆り立て」（ebd.）、老年になった今も研究を続けてい
る。犬族にとって、「真実」は手が届きそうで届かない、認識しえない世界である。犬の
生活世界は、「偽りの世界」と表裏一体の、しかし明らかにはならない「真実」という影
の世界に隣接しており、「私」はその二つの世界が近接し、せめぎ合っている境目を、犬
族の「極めて厳かな民族の催し物」（NII 423）の際や、音楽との遭遇、食物入手のための
儀式など、現実の様々な事象に感じ取っている。犬族は、いわば、二層構造の世界に生き
ているように見える。
　「私」はさらに、その二層構造の由来、つまり、犬族の認識が制約されている根拠につ
いても言及している。それは、犬族の「古い」「本来は単純な物語」（NII 455）に関する
「私」の語りに示唆されている。
　「犬たちは［...］今日ほど犬的ではなかった、犬族の組織 (das Gefüge)はまだ緩かっ
た、真実の言葉は、当時なら、まだ介入できただろう、組み立て (den Bau)を決定し、
調整し、どんな望みにも従って変更でき、逆のものに変えることができただろう。」
（ebd.）
　「真実の言葉」とは、現在の犬族社会の掟の、原初の形とでもいうようなものだろう。
「昔の世代」（NII 455f.）が知っていた掟は、彼らの合意により、共同体の仕組みを組み替
 25）  Robertson, S. 360.
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えることもできたかもしれないが、現在では、「真実」のオリジナルの言葉は、犬族自身
も思い出せない過去に沈み込み、確認できなくなっている（NII 456）。しかし、「私たち
の世代」（ebd.）は、その物語のあちこちに「真実の言葉」の暗示を感じとり、「ほとんど
跳び上がりたくなる」（NII 455）。「祖先たち」（NII 456）が知っていたその言葉は、すで
に忘れ去られてはいるものの、一方で、現在の犬族は、その痕跡をとらえる感覚を今なお
共有しているように見える。ちょうど彼らが、自分で認める以上に「はるかに多くのこと
を知っている」が、それを「有効」に機能させる術をもたないのと同様に。
　「あの言葉は、当時なら、少なくとも近くにあって、舌先に浮かんでいた、誰でもそ
れを経験することができた。それは今ではどこへ行ってしまったのか、今ではたとえ、
内臓を探っても見つからないだろう」（NII 456）。
　ここでは、本来の掟である「真実の言葉」が、現在の犬たちにとって、すでに到達不可
能であることについて、口という体の部位をめぐる比喩で表現されている。「真実の言葉」
は「祖先たち」には身近なものであり、口と舌と声を使って言うことも、聞くこともでき
た。しかし、今では声として言葉が分節される口の、そのまた奥深くの「内臓」まで探っ
ても、見当たらない。「真実の言葉」を暗に食物に喩え、それが「内臓」にのみ込まれ、
あとかたもなく消えたと思わせるような言い方である。口という身体の部位は、言語が発
せられる領域でもあるが、同時に、食べ物や飲み物が通過する領域でもある。それゆえ口
は、「二つの経口機能をもつ曖昧な部位」26）である。言葉と食物は、口という「両義的
な」27）場所において、観念的に隣接しうる。口は、食べ物が開口部から「内臓」に至る
まで、つまり、外側から内側へ向かう「通路」28）の境界領域であると同時に、言葉が、
内側から外へ向かう「通路」の境界でもある。犬たちが知ることのできる世界には、限界
がある。彼らの生活には、目に見えない境があり、それが認識しえない事柄との間を隔て
ている。犬族の生活を特徴づけているこの「境界のイメージ」は、「私」の音楽に関する
体験や、「極めて厳かな民族の催し物」の最中にすら感じる「しっくりしない」感じ、「す
べての知識」や犬族の歴史といった事柄のほか、犬の身体、つまり言葉を発し、食物が通
過する器官である口の中にも及んでいるように見える。
　「私」は、犬族の二層構造、つまり、想念上の「境界」を挟んで「真実」と隣り合う
「偽りの世界」に生きる犬族の現状が、「昔の世代」が犯した「罪」（ebd.）に起因すると
考えている。だが彼は同時に、彼らの「罪」と「ためらい」（ebd.）について理解を示す。
「罪」とは、「祖先たち」が太古において、現在の犬族につながる「犬の生活」（NII 457）
に舵を切ったこと、「ためらい」とは、そこからもとの生活に「引き返す」（NII 456）か
どうかと迷ったことを意味する。
 26）  ラプトン、25頁。
 27）  ルイ・マラン（梶野吉郎訳）『食べられる言葉』（法政大学出版）1999、47頁。
 28）  ラプトン、24頁。
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　「彼らが引き返すことをためらったのは、もうしばらく犬の生活を楽しんでみたいと
思ったからに過ぎなかった。それは、まだ本当の犬の生活ではなかったが、すでに彼ら
には、うっとりするほどすばらしいものに思われた。［...］私たちが歴史の経過におい
て予感しうることを、つまり、魂は、生活よりも先に変化するものである、ということ
を彼らは知らなかった。彼らの魂が犬の生活を楽しみ始めたときには、すでに年老いた
犬の魂をもっていたに違いないこと、また、彼らが思っていたほどには、［...］もはや
出発点の近くにはいないことを、知らなかったのである。」（NII 457）
　「祖先たち」にとって、「犬の生活」は、楽しく魅惑的だったが、一方でそれは「罪」と
言われ、「祖先たち」が知っていた「真実の言葉」に背く事柄であったことが、示唆され
ている。彼らは従来の生活から遠ざかり、犬の快適な生活にシフトした。「祖先たち」の
「魂」は「真実の言葉」をよく知っていたはずだが、本来の掟から逸脱し、新たに生活の
ありかたを決め、現実生活はそれに応じて変化していったと読める29）。「祖先たち」たち
が本来の生活へ戻らなかったゆえに、犬族には「偽りの世界」と「真実」との「境界」が
生じたと言えるだろう30）。
　「私」の語りから、犬族が抱える矛盾は、彼らが生きる世界の二層構造に由来すること
が浮き彫りになってくる。こうした犬族の社会と伝統、そして世界観は、「私」の研究の
背景をなしている。彼は、不思議な音楽との遭遇と、「音楽犬」たちの掟に反する行動へ
の疑問から始まり、それを解明するために、食物の問題に取り組んだ。次節では、彼の行
う食物研究とは何か、また、なぜ主人公は、音楽の問題を解くために食物研究に向かった
のか、「圧倒的な」「力」をもつ音楽の現象と、食物の研究との間には、どのような関係が
あるのかについて考える。
 29）  『変身』の主人公グレゴールにおいても、類似した現象が起きているように見える。第一部
では、変身した主人公が、それまでの稼ぎ手としての生活に不満をもっていた様子が語られ
ている (D 115-142)。この場合、一家を養う義務を負った者が、本心では、旅暮らしの不自由
さや業績のプレッシャー、上司の叱責や監視に縛られた生活よりも、楽な安穏とした生活を
望み、つまり「魂」が別の生活を選んだ結果、それに合わせて変身が現実となったと考える
ことができるだろう。また、そこには、父親が投げる「林檎」(D 171)が、罪の印として現
れている。
 30）  犬族の神話的エピソードは、聖書の「創世記」を暗示しているだろう。カフカは、1917年9
月から翌年4月まで、結核の療養のためツゥーラウに滞在し、アフォリズムを執筆する。真
実と虚偽、信仰、堕罪神話、善と悪、芸術など、形而上学的テーマについて集中的に思索し
ている。Vgl. Robertson, S. 244.『研究』の主人公が語る認識不可能な「真実」は、例えば次
のような、アフォリズムに記された「真実」を彷彿とさせる。「誰もが真実を見ることがで
きるわけではないが、真実であることはできる」(NII 62)。「芸術は真実に目をくらまされた
存在である。後ずさりをするしかめ面に当たる光が真実で、他の何ものも真実ではない」
(ebd.)。「真実と偽り、ただこの二種があるのみ。真実は分割できず、自らを認識することが
できない。真実を認識しようと思う者は、偽りであらざるをえない」(NII 69)。
055-070_H30-WB-eguchi_ASA_F1.indd   63 2019/03/05   10:58
63 KC-133
64 江　口　陽　子
３　食物研究と断食
　幼少時の音楽にまつわる説明不可能な体験において、主人公が強く関心を引かれた点
は、音楽の「力」と、「音楽犬」たちの「押し黙っている本性(ihr verschwiegenes 
Wesen)」（NII 481）であった。彼自身の説明によれば、当時の自分には、音楽に「類似す
るもの」（ebd.）が見当たらず、音楽については「等閑に付し (vernachlässigen)」（ebd.）
た。だが、「彼らの本性」である「沈黙」は、それ以来「至る所であらゆる犬に」（ebd.）
認められた。彼は、犬の「沈黙」という「本性」に注目し、さらに、「最も簡単な事柄」
（NII 436）で、「材料に事欠かない」（ebd.）食物の研究から始めた。彼には、「犬の本性
を究明するには、食物に関する研究が最適で、直接目標に導いてくれるように思われた」
（NII 481）。「簡単」で「材料」が豊富にある問題に取り組むことで、最大限の効果を期待
しているのは間違いないが、彼自身の説明では、「音楽犬」たちの「沈黙」、ひいては犬族
の「本性」が、食物と関連する直接の理由は不明なままである。
　「私」が注目した「沈黙」とは、肝心なことは黙っている犬の「本性」のことで、これ
は、犬族の「偽りの世界」と「真実」の二層構造に関連している。犬たちは、「真実」を
捉える感受性のようなものは備えているが、「真実」を認識したり、表現したりするため
の言葉の枠組みは持ち合わせていない。「私」は、音楽や「真実」、「音楽犬」たちの「沈
黙」に、自分を含めた犬族の認識の限界を見ている。食物に関しては、犬たちが「沈黙」
している「真実」、つまり「上」のことが問題である。音楽から「沈黙」、そして「真実」
へ向かう問題の関連づけは、因果関係によるものではなく、問題の性質の類似性、つま
り、認識しえず到達できないという共通の特性によるものである。
　それゆえ彼は、食物研究について問いを設定したときから、「上」を意識している。
「私」は、自分で立てた初めの問いを、吟味しつつ、より正確に自分が意図するものに更
新する。まずは、「犬族は何を食べて生きるか」（NII 436）を、「大地はどこから食物を得
るか」（NII 438）に、最後に「犬族はどこから食物を得るか」（NII 460）という問いへと
変える。「私」は、犬族が具体的に食べているものを問いたいわけでも、大地と作物の関
係についての「農業的観察」の結論を知りたいのでもなく、犬族がある所から食物を得て
いるが、その場所を問うというものである。最後の問いは、直前の問い「大地は食物をど
こから得るか」を撤回したもので、犬族が、食物を大地以外の場所から得る、ということ
が前提とされている。つまり、この問いは、ほぼ初めから、「上から」という答えを目指
して発せられたものと読める。彼は、「犬族はどこから食物を得るか」と問う前に、すで
に「大部分の食物は上から来る」（NII 461）ことを知っている。「少しでも学問にとらわ
れていない者なら」、「容易に分かる」（ebd.）ことだと言う。彼の本当の問いは、そこか
ら始まっている。
　音楽の謎から始まる、社会的記号には置き換えられない「真実」、犬族の失われた「真
実の言葉」、「上」という言葉で表される超越的な世界と、主人公が言う「偽り」の現実世
界との二層構造には、突破できない境界が付随している。前節で示したように、その「境
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界のイメージ」は、主人公の観念においては、言葉を分節する器官であり飲食物を摂取す
るための器官でもある口にも及んでいる。口は、言語が内側から外側へ発せられる経路、
及び、食物が外側から内側に取り込まれる経路の「境界」をなしている。さらには、口と
いう器官は、話すことと食べることという、互いに異なる働きが行なわれる共通の領域で
ある。そこでは、全く異なる活動が、同時に行われる可能性もある。物理的にも、想像の
上でも、口という器官では、言葉と食物が、隣接しうる。「私」は、別種の活動が同じ場
所で行われるというその想像上の隣接性、問題の並行性に、関心を向けているのであり、
「真実の言葉」の探求のために、食物の研究へ向かう因果関係が存在しているわけではな
い。
　主人公は、若い頃、「大地はどこから食物を得るか」など、自分の疑問を、他の犬たち
に向けて発し、その反応を見ながら、自分の問題設定の軌道修正をした。同胞たちは、彼
の問いを「馬鹿げていると思った」が、「注目を集めたのは、まさに私の問い」（NII 440）
だった。
　「彼らは、私の問いを我慢して聞いているよりは、むしろ、私の口に食べ物を詰め込
むという途方もないことをしたいくらいだった――実際はそんなことはしなかったが、
やりたかった」（ebd.）
　ここでは、言語と飲食という二つの異なる分野の共通器官である口に、混乱が起きかけ
ている。だが、社会には、言葉と食べ物の「混同をつねにおこさせる危険を遠ざける決ま
り」31）、つまり礼儀作法があり、それは共同体のメンバーに順守を要求する。好ましくな
い質問を発する口を、食べ物で封じるようなことは、「途方もないこと」であるという認
識を犬たちは共有しているようだ。ここにも、「真実の言葉」を究明する問いと、食物に
まつわる研究の関連の可能性が示唆されている。この二つの研究は、言語と食物という互
いに異なる分野の事物が、口という共通の場において、想像の上で隣接することによっ
て、関連づけられている。
　ところで、彼が行った食物の入手のしかたの研究はどのようなものであったのか。食物
は、そのさい、何を意味しているのだろうか。食物に関する「学問」は、大地と食物との
関係だけを扱い、犬族と食物の関係については関知していない。それは、いわば、農耕に
よる作物収穫に関するデータの集積である。「学問」によれば、犬族は、「学問」の教え通
りに大地に水を遣り、耕作をすれば、理論通りの時期・場所で、相応の質・分量の作物が
得られる。さらに「学問」は、大地の耕作に加えて、「呪文や歌」（NII 438）、「跳躍」
（NII 463）といった「補助的作業」（NII 462）によって、食物の成長を早めることができ
るとしている。だが、「私の意見」では、「補助的作業」は「主に上から食物を引き下ろす
のに役立つ」（ebd.）。彼によれば、耕作のための「補助的作業」は、大地の中から食物が
 31）  マラン、47頁。
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現れるのを促進するのだから、地面に向かって行われるべきだというのが、「学問」の意
向のはずである。しかし、実際には犬たちは皆、これらの「儀式」（ebd.）を、熱心に高
みに向かって行っている。彼はここに、理論と実践の齟齬を見る。「学問」は、民衆が
「補助的作業」を「上」に向かって行うことは禁じていないので、厳密な意味での矛盾と
は言えないのだが、それも承知の上で、彼はこの矛盾を「学問」と世間に知らしめ、「学
問」に自分の業績を認めさせるため、「上から」食物を引き下ろすいくつもの実験を行い、
最終的に、「上からの」食物は、大地ではなく、「空腹な者」（NII 465）が「おびき寄せ
る」（NII 466）のだということを証明しようとする。しかしそのための断食の実験は、途
中で「猟師犬」に阻まれ頓挫する。
　「呪文や歌」、「跳躍」の「儀式」は、犬たちが「上」に合図を送り、それに応じて「上
から」食物が降りてくるという、一つのコミュニケーションを成立させている。彼らは伝
統の「儀式」の中で、「祖先たち」によって失われはしたが、「真実の言葉」が属する世界
との通信を保持しているかのようである。この場合、食物は、超越的な世界から、「境界」
を通過して犬たちのもとにやってきて、超越的な世界と犬たちとを結ぶ媒体と言えるだろ
う。しかし、犬族は一般にこの「儀式」を、疑問の余地なく日常の当たり前の習慣として
行い、「私」のように問題視することはない。この伝統は、彼らの意識の背景に退いたま
ま、しかし、彼らの間で定着している。それは、犬族の沈黙の対象である「すべての知
識」や、内容は分からない「真実の言葉」の占める位置と似ている。
　一方、彼にとって研究の「究極の、最強の手段」（NII 470）である断食は、どのような
経過をたどるのか。「私」は、断食実験を敢行するため、食べ物の話や食べる音も聞こえ
ないよう、また、空腹で弱った自分を誰かが救助などしないよう、同胞から離れた場所に
引きこもる。「跳躍」は体力を消耗するため、それ以外の儀式を地面にだけ向けて行い、
食物が来ないことを確認し、さらに、「上」にのみ向けて行い、その結果食物が来れば、
「学問」の教えとの矛盾を証明しうると考え、実行に移した。彼は飢えの苦しみの中で、
精神錯乱に陥る。自分の身体の後部を「舐めたり、噛んだり、吸ったり」（NII 472）な
ど、異常行動に陥っている自分に気づく。同時に彼は、断食に関する賢者たちの「有名な
対話」（ebd.）32）について、自分が誤った解釈をしていたことに思い至る。「私」は、実
験前にこの「対話」を検証し、断食は禁止されていないという結論を得ていた。断食に関
する賢者たちの「対話」と、注釈者たちの考えは、次のようなものであった。
　「一人の賢者が、断食を禁止しようという意図を表明した。これに対し、第二の賢者
が、『一体誰が断食などするだろうか』と問い、思いとどまるよう忠告した。第一の賢
者は納得し、禁令を撤回した。しかし、のちに再び、『断食は、やはり本来禁止されて
いるのではないか』という疑問が生じる。大多数の注釈者が、この疑問を否定し、断食
 32）  賢者たちの「有名な対話」や「注釈学」は、ユダヤ教のタルムード研究を想起させる。Vgl. 
Robertson, S. 360.
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を行うことは各自に任されている (freigegeben)と見なし、第二の賢者の考えに同調し
た。それゆえ、多数派の注釈者たちは、間違った注釈がなされても、困った結果が生じ
るとは考えていない。」（ebd.） 
　断食の禁令は賢者によって撤回されたうえ、注釈者たちの考えでは、禁令に関して「間
違った注釈」がなされても、断食することには規制はないのだから、いずれにしても
「困った結果」は生じないはずである。「私」はこの一連の議論から、断食を行なっても問
題はないと判断し、断食を実行した。
　しかし、断食の最中に「私」が解釈し直したところによると、その「対話」の真相は次
のようであった。第一の賢者が、断食を禁止しようと思った時点で、すでに断食の禁止は
成立していた。「賢者が望んだことは、すでに実現したに等しい」（NII 473）。これが第一
の禁令である、と「私」は言う。第二の賢者は、第一の賢者に同意するのみならず、断食
は「不可能である」（ebd.）と考え、禁令は二重になる。それは、「犬の本性 (Hundenatur)
にもとづく禁止」（ebd.）であるという。第一の賢者は、これを承認し、表明した禁止を
撤回する。そして第一の賢者は、「こうしたことすべてを示したあとに、犬たちに、各自
が洞察力を働かせ、自分自身に断食の禁令を課すように命じた」（ebd.）。この命令が第三
の禁令であり、それゆえ、「私」は三重に禁止を破ったことになるという。
　「私」の再解釈によれば、断食は本来、「犬の本性」に反した「不可能」なことであるか
ら、規制はない一方、自主規制の令は厳として存在するということだ。この禁令に関する
「対話」自体、単純に考えれば、「一体誰が断食などするだろうか」という修辞疑問文と、
第一の賢者の同意とが、断食に対する抑制を、遠回しに要求しているので、暗黙の了解と
して、断食は行うべきではないと読める。しかし、「本来禁止されているのではないか」
という疑問を封じる注釈者たちの見解が、「私」を惑わせた。「私は注釈学を呪った」（NII 
472）。「私」の見解を敷衍すれば、「対話」の中では、断食の禁令は、撤回されているの
で、一見許可されているかに見える一方、それと表裏一体の禁令を読み取る責任を全面的
に個人に負わせているため、二重拘束的な厳しい掟でもある。断食を検討しようと思う者
には、複雑な思考が要求されていることになる。
　「私」と「注釈学」までもが、賢者たちの「対話」の内容を読み誤った理由は、犬族の
神話的歴史が伝えるように、犬族の生活には、「祖先たち」がもっていた原初の掟に関す
る共通理解が失われてしまったためと思われる。賢者たちの「対話」もまた、「古い」物
語同様、犬族にとって、権威をもってはいるが、「真実」を明瞭な形で伝えてくれるもの
ではないようだ。それゆえ、断食の禁令について、賢者たちの「対話」と、そこから注釈
者や「私」のような個人が導き出す見解との間に、ずれが生じていると考えられる。
　「私」は、この断食の禁止に気づいても、すぐには止めなかった。その理由として、断
食継続の「誘惑」（NII 473）と過度の「衰弱」（ebd.）を挙げている。彼は、飢えの「苦
しみのさなか」（ebd.）、混乱した考えと「選り抜きの食べ物」、「母の乳房の匂い」（NII 
474）の幻覚に見舞われ、気を失う。しかし、「私」の断食は、また別の局面を開くもので
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もあった。彼は、「音楽犬」に遭遇したときと同じような条件において、音楽に出会う。
つまり、かつては、音楽が鳴り響く中で、「音楽犬」たちの掟違反が見られたが、今回は
彼自身が断食の禁令を破っている。そこで再度、彼は合理的説明が不可能な体験をする。
　気絶から目覚めたとき、彼の前に「猟師犬」（NII 477）と名乗る犬が立っていた。「猟
師犬」は「私」に、狩りをするから立ち退けと言う。主人公は、動けないから立ち退かな
いと主張し、押し問答になる。「猟師犬」は、自分は「狩りをしなくてはならない」（NII 
477）と言い、立ち退かないと言い張る「私」に対し、「そこには理解しなくてはならない
ものはない、それは当然の、自然なことです」（NII 478）と言う。さらに、「本当に君は、
私がやらなければならないということが分からないんですか。自明のことが分からないん
ですか」（ebd.）と続けた。その瞬間、「恐怖がもたらすような新しい生命が、私の身体を
走り抜けた」（NII 478）。「私」は、「猟師犬」が自分では「まだ歌っていない」（ebd.）と
否定しながらも、沈黙のまま「胸の深みから」「歌」（ebd.）を歌い出したことに気づく。
このときの「新しい生命が私の体を走り抜け」る様子は、どこか、電気的な反応のような
印象を与える。
　「その旋律は、猟師犬から離れて、それ自身の法則に従って、宙を漂い、彼を越えて、
まるでそれが彼のものではなく、私だけのものであるかのように、私をめがけてきた、
と（私は）認識したように思った。」（NII 479）
　この「歌」は、「私」にとって、認識しえない領域からの直接的な接触のためのメディ
アとして描かれている。その意味では、先に述べた食物の役割とよく似ている。「猟師犬」
は、「やらなければならない」「自明のこと」を知ってはいるようだが、それが何かを明確
には伝えようとはしない。それは、現在の言葉に翻訳することのできない「真実」、そし
て、犬族の本来の掟を表わす「真実の言葉」に類するものであるだろう。また、「猟師犬」
は、自分では「歌」をコントロールできないが、「歌」の威力は知っていて、「私」に今立
ち退かないなら「あとで走ることになる」（NII 476）と警告している。
　沈黙の「歌」を介して主人公に「真実の言葉」を体験させる「猟師犬」は、その言葉を
発することのできた「祖先たち」に近い存在かもしれない。「祖先たち」のモデルは、犬
の祖先と言われる狼であるだろう。また、「猟師犬」は文字通りには、„Jäger“、つまり
「猟師」である。狩りで得た獲物を食糧とする狼を暗示してもいるだろう。だがこの「猟
師犬」は「私」同様、現代に生きている。それゆえ、彼は、「私」に比べて、「真実の言
葉」をより身近に感じ、より多くを知っているかもしれないが、その言葉を現在の言語の
仕組みによって置き換えることまではできない。
　一方で、沈黙の「歌」は、断食の禁令を有効にさせようとするかのようでもある。「猟
師犬」の「歌」は、「祖先たち」にとっては「自明のこと」であった掟の言葉を、伝えて
いるように見える。「私」は衰弱していたにもかかわらず、走って逃げ出すことになる。
音楽が物理的力を有するかのように影響を与える点も、子供の頃に体験した音楽の「力」
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に似ている。「私」は、まるで、手をつけていなかった初めの問題へ戻るかのように、沈
黙の「歌」という音楽に遭遇する。彼は、今後は「食物学」（NII 480）と「音楽学」の
「境界領域」（NII 481）、つまり「食物を呼び降ろす歌」（ebd.）を研究するつもりだと言
う。「境界」をめぐる研究は、それが突破しえないものである以上、終わりがない。
結　語
　『研究』における食物と断食のモティーフは、『変身』や『断食芸人』においてとは異な
る様相を呈している。食物は、「権威が行使される媒体」ではなく、超越的な領域と「偽
りの世界」である現実生活との結びつきを保持するための、一種のコミュニケーションを
成立させる媒体として機能している。食物は、超越的な領域から「境界」を通過して、彼
らのもとに届く。犬族は意識はしていないが、彼らの生活は、本来の掟である「真実の言
葉」に通じる領域と、食物という媒介物を通じてつながっている。断食は、食べることに
まつわる「価値の拒否」というより、主人公の「真実」を求める研究における手段であ
り、「真実」の体験のための前提をなし、同時に、断食自体が、思索の対象でもある。現
在では曖昧なものとなってしまった掟を探るための研究の一環となっている。
　「私」は初め、音楽に付随した犬族社会における矛盾を究明するために、食物の研究に
進んだ。彼はその理由を明確には説明していない。彼の研究は、同時に、「祖先たち」の
「罪」によって失われた、犬族本来の掟を示す「真実の言葉」の探求でもある。この言葉
を見失ったために、現在の犬社会では、現行の掟に矛盾する事柄が散見する。「偽りの世
界」と「真実」の領域の間の越えられない「境界」は、主人公の想念にも影響を及ぼして
いる。それは、言葉を発する器官であり、かつ、食べるための器官でもある口という身体
の部位への関心として現れる。口は、話すことと食べることという、二つの機能の「境
界」が曖昧化する場でもある。口には、言語と食物が隣接して存在しうる。そのことが、
「真実の言葉」の探求と、食物研究とを結びつける糸口となっているように見える。同時
にまた、「真実の言葉」及び、食物入手に見られる理論と実践の矛盾との間には、認識の
不可能性という共通性があり、二つの問題の間には、因果関係ではなく、問題の性質の類
似性によって連結された関係が存在する。
　ところで、彼の研究の最初の問いは、「犬は何を食べて生きるか」であった。「私」の語
りによれば、現在の犬族は、ある程度は農耕をし、農作物を食べてもいるようだ。しか
し、大部分の食物は「上」から来る。それが何であるかは言及されていないが、肉も含ま
れていると思われる。しかし、この作品には肉という言葉は一切現れてこない。食べ物一
般を表わすNahrung, Speise, Essenなどは見られるが、具体的な食べ物、例えば野菜と
か、肉などを表わす言葉は、巧みに避けられている。『変身』や『断食芸人』では、「肉」
が社会の権威を象徴するかのように現れているが、この物語では肉の位置づけは不明であ
る。「私」によれば、「祖先たち」の生活は、彼らの「魂」が「犬の生活」を望み、それに
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応じて変化していった。掟の言葉に反して「罪」になるような「魂」の変化は、微小なも
のではなく、大きなものであったはずである。それは、食物の選択や調達方法にも影響を
及ぼしたと考えられる。「祖先たち」は、狩りによって肉を得る生活よりも、農耕や「上」
から得たもので生きることを優先させた。彼らの「真実の言葉」には、食べることを秩序
づける規範、つまり、狩りや獲物の分配などに関するものがあっただろう。現在の「犬の
掟」（NII 439）では、「食べ物 (Speise)」（ebd.）は分け合わず、「手に入れた者がそれを保
持する」（ebd.）。忘れられた「真実の言葉」の中には、「祖先たち」にとって欠かせない
肉をめぐる条も潜んでいるのかもしれない。
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Zu „Forschungen über die Nahrung“ in Kafkas 
Forschungen eines Hundes
― anhand von Musik, Nahrung und der ,Vorstellung von einer Grenze‘ ―
EGUCHI Yoko
　In Kafkas Werken bildet das Essen ein wichtiges Motiv. In den Erzählungen Die 
Verwandlung (1912) und Ein Hungerkünstler (1922) bedeutet das Essen im Sinne von 
Nahrungsaufnahme die Befolgung der Tradition und der Bräuche in der Gesellschaft;  das 
Hungern dagegen kommt einer Ablehnung der konventionellen Wertvorstellungen gleich, 
die sich mit dem Akt des Essens verbinden. In der Erzählung Forschungen eines Hundes 
(1922； im Folgenden abgekürzt: Forschungen), in der ein Hund in der Ich-Form von seinem 
Leben und seinen Forschungen berichtet, werden die Nahrung und das Hungern auf ganz 
andere Weise dargestellt, und es findet sich keine Spur mehr von Negation und Ablehnung. 
Hier soll betrachtet werden, wie die beiden Motive in den Forschungen funktionieren und 
welchen Stellenwert sie einnhemen.  
　In seiner Kindheit begegnete dem Erzähler etwas Unbegreifliches, nämlich sieben 
Musikhunde, die gegen die Hundegesetze handelten und eine Musik hervorbrachten, die 
ihn mit ihrer erstaunlichen Gewalt unter ihre Kontrolle brachte. Aber merkwürdigerweise 
wendet er sich, um das Rätsel dieser unverständlichen Erscheinungen zu lösen, nicht der 
Musik zu, sondern widmet sich der Forschung über die Nahrung, und zwar hinsichtlich der 
Art und Weise, wie sie verschafft wird. Dabei geht er von dem Widerspruch aus, dass die 
Nahrung in der Hundegesellschaft, wie er sagt, größtenteils mit zeremoniellem „Spruch, 
Tanz und Gesang“ „von oben“ herabgezogen wird, während „die Wissenschaft“ ihr Interesse 
ausschließlich auf  die Beziehung der Nahrung zum Boden richtet. Wegen dieser 
Unstimmigkeit zwischen Theorie und Praxis arbeitet er „an der Aufhebung der 
Wissenschaft“ und versucht,  „aus der Welt der Lüge“ „zur Wahrheit hinüber zu kommen“.
　In der Gesellschaft der Hunde finden sich also Diskrepanzen versteckt, die sich mittels 
ihrer Gesetze und ‚Erklärungsmodelle‘ nicht aufdecken lassen. Der Erzähler, der auf der 
Suche nach der Wahrheit in der Hundeschaft herumfragt, sieht sich mit dem Schweigen der 
gesamten Hundeschaft konfrontiert, die zwar „alles Wissen“ bzw. „die Wahrheit“ ahnt, mit 
deren Hilfe sich das Rätsel der Widersprüche in der Gesellschaft vielleicht lösen ließe, die 
aber nicht imstande ist, „die Wahrheit“ zum Ausdruck zu bringen. Die nicht begreiflichen 
Geschehnisse wie die rätselhafte Musik, die Verstöße der Musikhunde gegen die Gesetze, 
die Quelle, von der die Nahrung stammt und das Schweigen der Hunde, begleiten deren 
Lebenswelt. Somit fällt in dieser Erzählung ,die Vorstellung von einer Grenze‘, d. h. die 
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Beschränktheit ihrer Erkenntnis auf.  
　Dies begründen die mythischen „Geschichten“ der Hundeschaft: Die Urväter der Hunde 
seien vom ursprünglichen „althündischen“ Leben abgeirrt; im Lauf der Zeit ging dadurch 
„das wahre Wort“ verloren, das heute das „Gefüge der Hundeschaft“ hätte regulieren 
können. Die Forschungen des Erzählers über die Nahrung sind gleichzeitig eine Suche nach 
dem „wahre[n] Wort“, das in der Zeit seiner Ahnen noch „auf der Zungenspitze“ schwebte, 
das man aber heutzutage selbst im „Gekröse“ nicht finden würde.  
　Die Erzählung lenkt das Interesse des Lesers auf den Mund, den Körperteil, der einerseits 
als Sprechorgan und andererseits zur Nahrungsaufnahme dient; in ihm überschneiden sich 
also zwei Funktionen, nämlich die des Sprechens und des Essens. Die Forschungen um „die 
Wahrheit“ und über die Nahrung stehen in der Vorstellung des Erzählers in keiner kausalen 
Beziehung, sie werden vielmehr analogisch korreliert. Die Überschneidung von Sprechen 
und Essen erlaubt dem Hund die Hinwendung von der Suche nach der „Wahrheit“, also dem 
„wahre[n] Wort“, zur Forschung über die Nahrung. Eine metonymische Überbrückung der 
Nahrung und des Wortes erfolgt aufgrund der Nachbarschaft oder realen sachlichen 
Zusammengehörigkeit der beiden Funktionen im Rahmen der Hund-Fabel.  
　Das Hungern ist für den Forscherhund „das stärkste Mittel“ seiner Forschungen; in der 
Hungersqual wurde ihm jedoch bewusst, dass das Fasten den Hundegesetzen zufolge 
eigentlich verboten war. Obwohl er sich zuvor in der allgemeinen Deutung des „Gesprächs“ 
der Weisen über das Hungern die Gewissheit verschafft hatte, dass es erlaubt sei, stellte er 
nunmehr fest, dass „die kommentatorische Wissenschaft“ von dem „Gespräch“ falsch war 
und dass er das Verbot verletzt hatte. Anschließend erscheint vor ihm ein „Jäger“-Hund und 
stimmt – schweigend – „aus der Tiefe der Brust“ einen „Gesang“ an, der ihm ein „neues 
Leben“ verschafft und das Hungern unterbricht. Was er beim Hunger-Experiment erlebt 
hatte, schien ihm aber „nicht mitteilbar“.  
　Die Nahrung verbindet ihren Herkunftsort, d. h. „oben“, mit dem Lebensraum der Hunde; 
das Hungern dient als das zielbewußt eingesetzte „stärkste Mittel“ seiner Forschungen und 
zur Suche nach dem „wahre[n] Wort” bzw. dem eigentlichen Gesetz (der „Wahrheit“), 
mittels deren sich die Diskrepanzen in der heutigen Hundeschaft regulieren ließen.    
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